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第
九
条
第
二
項
中
「
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
」
を
「
取
集
等
期
間
」
に
、「
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
号
イ
、
ロ

及
び
ニ
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
三
項
第
一
号
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
号
」
を
加
え
、「
世
帯
員
又
は
世
帯
主
若
し

く
は
世
帯
の
代
表
者
に
準
ず
る
者
」
を
「
世
帯
員
等
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」の
下
に「
及

び
第
五
号
」
を
加
え
、「
第
五
条
第
二
号
イ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
国
勢
調
査
員
等
の
質
問
に
答
え
、
そ
の
他

の
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
及
び
第
六
号
」
を
加
え
、「
第
五
条
第
二
号
イ
及
び

ニ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
国
勢
調
査
員
等
の
質
問
に
答
え
、
そ
の
他
の
」
を
削
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
方

法
の
い
ず
れ
か
又
は
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
並
び
に
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
期
間
」
を
「
に
規
定
す
る
期
間
及
び
取

集
等
期
間
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
市
町
村
長
は
」
の
下
に
「
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
指
定
し
た
調
査
区

に
係
る
調
査
関
係
書
類
を
作
成
す
る
と
と
も
に
」
を
加
え
、「
並
び
に
前
項
」
を
「
、
前
項
」
に
改
め
、「
送
付
さ
れ
た
調

査
票
」
の
下
に
「
並
び
に
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
調
査
関
係
書
類
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
三
第
四
項
の
表
第
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
項
、
第
十
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第

三
号
、
第
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
項
中
「
第
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を

「
第
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
」
に
、「
第
十
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
第
十
条
第
三
項

第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
九
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
及
び
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
九
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
項
第
二
号
中
「
及
び
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第

九
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
加
え
る
。

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
百
五
十
一
号

防
衛
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
一

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
三
第
七
項
中
「
第
百
七
十
三
条
第
五
号
」
を
「
第
百
七
十
三
条
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
四
第
一
項
中
「
六
人
」
を
「
七
人
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
三
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

四

装
備
品
等
の
標
準
化
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
七
十
六
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

第
百
八
十
八
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

五

装
備
品
等
の
標
準
化
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
百
一
条
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

防
衛
大
臣

中
谷

元

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
四
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
百
五
十
二
号

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
十
三
号
中
「
又
は
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
小
規
模
保
育
事
業
」
を
「
、
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
小
規

模
保
育
事
業
又
は
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

国
勢
調
査
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
四
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
百
五
十
三
号

国
勢
調
査
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
統
計
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
六
条
及
び
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
五
項
中
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
」
の
下
に
「
第
四
号
並
び
に
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
九
月
十
四
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
」
を
「
九
月
二
十
日
か
ら
十
月
二
十
七
日
ま
で
」に
改
め
、

「
い
ず
れ
か
の
方
法
」
の
下
に「（
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
方
法
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
調
査
区
と
し
て
総
務
大
臣
が
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
す
る
調
査
区
に

お
い
て
調
査
を
行
う
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
準
ず
る
者
」
の
下
に「（
第
四
号
及
び
次
条
第
三
項

第
一
号
に
お
い
て
「
世
帯
員
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
同
月
二
十
日
」
を
「
同
月
二
十
七
日
」
に

改
め
、「
期
間
」の
下
に「（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
第
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て「
取
集
等
期
間
」と
い
う
。）」

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
当
該
調
査
年
の
十
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で
の
期
間
」
を
「
取
集
等
期
間
」に
改
め
、

「
信
書
便
（
」
の
下
に
「
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

市
町
村
長
が
識
別
符
号
を
記
載
し
た
書
類
を
郵
便
等
に
よ
り
世
帯
ご
と
に
送
付
し
、
及
び
総
務
大
臣
が
世
帯
員

等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
当
該
識
別
符
号
を
用
い
て
送
信
さ
れ
た
調
査
事
項

に
係
る
情
報
を
総
務
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
お
い
て
受
信
す
る
方
法

五

市
町
村
長
が
調
査
票
を
郵
便
等
に
よ
り
世
帯
ご
と
に
送
付
し
、
及
び
取
集
等
期
間
内
に
お
い
て
国
勢
調
査
員
等

が
取
集
す
る
方
法

六

市
町
村
長
が
調
査
票
を
郵
便
等
に
よ
り
世
帯
ご
と
に
送
付
し
、
及
び
取
集
等
期
間
内
に
お
い
て
総
務
大
臣
が
郵

便
等
に
よ
り
当
該
調
査
票
の
提
出
を
受
け
る
方
法




